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平成２２年（フ）第８０８号
さいたま市北区東大成町２丁目712番地
シャルム宮原303

破産者 清野奈美子（旧姓小林）
１ 決定年月日 平成22年９月14日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

さいたま地方裁判所第３民事部破産係
平成２２年（フ）第２６３号
鹿児島県鹿児島市魚見町140番地19

破産者 新里 勝一
１ 決定年月日 平成22年９月14日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

鹿児島地方裁判所民事第３部破産係
平成２２年（フ）第１２１４号
札幌市南区澄川４条１丁目６番１`206号
破産者 中村 功
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

札幌地方裁判所民事第４部
平成２２年（フ）第１５７８号
札幌市豊平区豊平３条１丁目１番５`307号
破産者 沓澤 克佳
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

札幌地方裁判所民事第４部
平成２１年（フ）第１２３号
岩手県一関市南新町45番地５
破産者 小岩 凉子
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

盛岡地方裁判所一関支部

平成２１年（フ）第１２４号
岩手県一関市南新町45番地５
破産者 小岩 光枝
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

盛岡地方裁判所一関支部
平成２２年（フ）第３０号
岩手県大船渡市三陸町越喜来字浪板32番地４
破産者 酒田 健一
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

盛岡地方裁判所一関支部
平成２２年（フ）第８３２号
仙台市青葉区台原７丁目１番29号 シャーメ
ゾン台原103

破産者 原田 恭子
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

仙台地方裁判所第４民事部破産係
平成２２年（フ）第７０号
福島県いわき市小名浜岡小名字原木田４番地
破産者 小松 賢巳
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

福島地方裁判所いわき支部
平成２２年（フ）第９４号
福島県いわき市小名浜寺廻町９番地の７
破産者 梅田 道惠
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

福島地方裁判所いわき支部

平成２２年（フ）第１４３号
福島県いわき市植田町堂ノ作24番地の１ 山
口ハイツ201

破産者 蛭田 光則
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

福島地方裁判所いわき支部
平成２２年（フ）第１５５号
群馬県邑楽郡邑楽町大字狸塚1056番地３
破産者 藤田 文夫
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

前橋地方裁判所太田支部
平成２１年（フ）第１７６９号
さいたま市見沼区大字御蔵49番地14 メゾン
ドネージュＡ`102

破産者 桜井 淳史
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

さいたま地方裁判所第３民事部破産係
平成２２年（フ）第１５２５号
東京都品川区西大井５丁目23番21号、開始決
定時の住所横浜市都筑区川和町2198番地17

破産者 友野 藤男
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所第３民事部
平成２２年（フ）第２８２号
川崎市川崎区日進町22番地２ ベルメゾンヒ
カリ406

破産者 本杉 博幸

１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所川崎支部破産係
平成２２年（フ）第３８３号
川崎市川崎区殿町２丁目14番16号、前住所横
浜市戸塚区汲沢１丁目32番５`103号
破産者 寺田ナヲエ
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所川崎支部破産係
平成２２年（フ）第３８８号
横浜市緑区中山町329番地１ ６号棟304号、
開始決定時の住所川崎市宮前区鷺沼１丁目25

番地11

破産者 星川喜美子
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所川崎支部破産係
平成２２年（フ）第３９３号
川崎市多摩区栗谷２丁目12番９号 クリード
栗谷Ａ106、開始決定時の住所川崎市多摩区
東生田４丁目２番９号
破産者 伊藤 英樹
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所川崎支部破産係
平成２２年（フ）第４００号
川崎市宮前区馬絹1236番地42

破産者 富樫 準一（旧姓川畑）
１ 決定年月日 平成22年９月16日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。
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